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W巴haveexamined the growth of traditional industries and how that growth is r巴latedto trade. In 
particular， we have concentrated on the importation of kimc組合omKorea and its affect on the Japanese 
pickle indus佐y.This was done by observing two main areas. 
Firstly， we analyzed the growth of th巴Koreankimchi industri巴sand their history of exportation. 
S巴condly，we researched the structural changes in the J apanese pickle industry after 1985. The re-
sults obtained from this particular research allowed us to conclude that there was a simultaneous increase 
in kimchi products in Japan and the quantity of imported kimchi from Korea. We conduct巴dfurther 
analysis into why this was possib1e. 
This paper explains that plant and equipment investment in Japan occurred mainly before 1995， and 
it was stimulated by the importation of Korean kimchi. Managers had to have enough for・巴sightto further 
direct this investment into kimchi processing. 













































金額(千$) 数量(t) 金額(千$) 数量(t)
1991 18，084 6，181 13，889 4，204 
1992 23，089 7，192 18，923 5，116 
1993 34，205 9，314 28，739 6，993 
1994 44，192 1，090 37，726 8，723 
1995 50，910 12，476 43，301 9，470 
1996 39，138 10，700 36，662 9，759 
1997 39，692 12，080 37.648 1，237 
1998 43，743 15，939 42，236 15，229 
1999 78，840 24，561 77，038 23，816 
2000 78，847 23，433 76，463 22，261 
2001 68，731 23，785 65，028 22，200 
2002 79，318 29，213 74，126 27，097 






チ輸出製造業者数は， 88杜，その輸出量は， 3.3万トンになっている 7
韓国の年間キムチ消費量は 1991年から2003年までの平均は152万トンである.キムチ製造
業者数(製造業者によるキムチ出荷量)は， 1991年120社(約1万トン)， 1995年200社 (2万

































A (16%) 食文化の類似性) (キムチ及び
20% 多品目生藤)
lRf2:1∞0人i
1932トン 79年中東例年日本へ φ110 人
571万ドル 輸出目的のキムチ製造 11401 
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業l 設立年度，資本金I-lA- V"'J/'-..>"~- I/ "VW
者 i キムチライン導入，製品開発 | 従業員，キムチ出荷額の動向 i販売チャネル
i 今後のキムチ戦略 | 
100年以上の老舗 4，∞0万 190年代前半をピークに現56人.キムチライン導入時
1969年紡鮮漬けとして 110人増，キムチ委託生産により人事異動.







































































































13 広島県所在， 1951年創業され， 2003年，従業員数336名，資本金500万円規模の漬物製造会社である.
14 開き取り調交及び食料新聞の惣菜価格調査槻参照
15 その中で朴健栄 (Park，Kunyoug) r'The Nutritional Evaluation， and Antimut乱genicand Anticancer Effects of Kim-
chiJ rキムチの科学と技術.11995Vol. 1は反響を呼び起こした.
16 福閃健治， P 39. 1998年以降の消費の促進に関してテレビの役割jを強調しているが，その役割は否めない.
17 A社は，キムチのように食材として応用が利くような漬物開発を進めている (2004年5月の福岡県調査に
季節によるキムチの需要の変化は少ないが スタミナ食品としての認識により 7月と 8月が一般シーズン
の150%の売とになっている.i峯麻衣子(他)は，季節性はあるものの，勝キムチなど副食の妙め物lこ利
用する割合カ'40%と一番高く，キムチのチャーハン・ラーメン・なべなどをあげている (P33).
18 しかし，キムチの出荷額が出荷額の40%以上を占める業者は， 97年以降の投資もみられる.
19 全面的には，その他lこも大手t量販庖が韓国業者とのi直接契約により， cタイプのキムチを直接に納品して
もらうパターン.最近念、11判長をみせているG社，J社などをあげられる.食料新聞2004年4月6日，広島
県の全i雲有数漬物業者が韓国本場のキムチ伸張を予測し，韓関に直接に工場新設し，自社のブランドで逆
輸入するパターンもある.
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